
2026年6⽉4⽇

フマキラー株式会社フマキラー株式会社

2026年3⽉期 決算説明資料2026年3⽉期 決算説明資料



2

Ⅰ．決算概要

Ⅱ．今期予想と今後の展開

Ⅲ．補⾜資料

⽬次



3

Ⅰ．決算概要
（2026年3⽉期）
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決算概要－連結売上・利益
 国内売上は春先の天候不順による市場⽴ち上がりの遅れに加え、価格改定などから数量減少により減収
 海外売上は現地通貨で伸⻑し、円安の影響もあり増収
 当期純利益は、販管費が増加したことから減益

26.3期
実績

26.3期
期初計画

25.3期
実績

前期⽐
（%）

計画⽐
(％)

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

構成⽐
(％)

⾦額
(百万円)

104.8100.3100.077,366100.077,100100.073,854売上⾼

106.199.830.923,93231.123,97030.522,552売上総利益

82.875.52.82,1903.82,9003.62,646営業利益

89.875.92.92,2623.92,9803.42,520経常利益

82.561.61.61,2062.51,9602.01,462親会社株主に帰属する
当期純利益

73.24円118.96円88.77円1株当り利益
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53,868
60,157 63,189 

2,036
1,973 

2,281 
4,189

4,256 
4,162 

1,484
1,436 

1,523 
6,093

6,030 
6,208 67,672 

73,854 
77,366 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

24.3期 25.3期 26.3期

その他

防疫剤

園芸⽤品

家庭⽤品

殺⾍剤

決算概要－ジャンル別売上

(百万円)

 殺⾍剤、家庭⽤品は増収、園芸⽤品は減収
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28,652 27,638 26,633 

39,020 46,215 50,733 

67,672 
73,854 77,366 

57.7%
62.6% 65.6%
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100,000

24.3期 25.3期 26.3期
国内 海外 海外売上⽐率

決算概要－国内/海外売上⾼
 国内は、殺⾍剤と園芸⽤品の減収により減少
 海外は、現地通貨で伸⻑し、加えて円安の影響もあり増加

(百万円)
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決算概要－為替の影響
 為替による業績への影響は、円安の影響により売上⾼で＋2,178百万円、営業利益で+200百万円

為替変動による売上・利益増減額

期末レート 期中平均レート

備考（営業利益）営業利益売上⾼

海外売上▲1、海外仕⼊+31+29▲10フマキラー
インドネシア+2、Fアジア＋68、
Fミャンマー +48、Fインディア +0、Fアメリカ+15、
Fヨーロッパ+26、ザピ+9

+170+2,188海外⼦会社

+200+2,178合計

25年12⽉24年12⽉23年12⽉期末

0.9300.9700.920円/100ルピア
38.6335.4630.86円/リンギット
1.711.751.82円/ルピー
8.707.778.35円/ペソ

26年4-3⽉25年4-3⽉24年4-3⽉期中平均

150.58152.50145.16円/ドル
177.44162.55158.99円/ユーロ

(百万円)
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決算概要－販管費

(百万円)

5,311 5,841 6,443 6,490 

3,830 
4,597 

5,073 4,088 
890 

934 
930 

773 3,176 
3,682 

3,712 
3,753 

4,398 

4,850 5,581 
5,963 17,607 

19,905 
21,741 21,069 

26.0% 27.0%

28.1% 27.3%

20.0%

22.0%

24.0%

26.0%

28.0%

30.0%

32.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

24.3期 25.3期 26.3期 期初計画

⼈件費 広告費・販売推進費 開発費 運送費 その他 販管費率

 東南アジアを中⼼に、広告宣伝、販促活動に積極投資
 円安の影響により前期対⽐で770百万円の費⽤増
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67,672 
73,854 

77,366 77,100 

20,011 22,552 23,932 23,970 

2,403 2,646 2,190 2,900

29.6% 30.5% 30.9% 31.1%

3.6% 3.6% 2.8% 3.8%

0%
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50%

0

20,000

40,000
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80,000

24.3期 25.3期 26.3期 期初計画

売上⾼

売上総利益

営業利益

売上総利益率

営業利益率

決算概要－売上総利益と営業利益
 売上総利益率は前期⽐0.4ptアップ、営業利益率は前期⽐0.8ptダウン(百万円)
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決算概要－営業利益増減要因

前期⽐ ▲455
2,646 ⇒ 2,190

▲1,836

+107

+163

+1,111

▲2,000 ▲1,500 ▲1,000 ▲500 +0 +500 +1,000 +1,500

販管費

評価損・処分損

原価率

売上増減

(百万円)

連結 営業利益増減要因
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決算概要－セグメント情報
(百万円)

29,208 28,242 26,951 

26,908 31,789 33,690 

9,710 
11,606 13,672 1,844 
2,216 3,052 67,672 

73,854 77,366 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

24.3期 25.3期 26.3期
⽇本 東南アジア 欧州 その他

セグメント別 売上⾼ (百万円)

▲ 614 ▲ 713 ▲ 529

2,293 2,386
1,452

294 486

529

2
64

128

2,403
2,646

2,190

▲ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

24.3期 25.3期 26.3期
⽇本 東南アジア 欧州 その他

セグメント利益

メキシコイタリアミャンマータイマレーシアベトナムインドネシア⽇本

ー現地通貨

円貨

国別売上⾼ 前年同期増減 (⽇本25年4⽉-26年3⽉、海外25年1⽉-12⽉)
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決算概要－⽇本セグメント 利益

▲0

▲180

+107

+188

+404

▲603

+10

+292

▲1,200 ▲600 +0 +600 +1,200

その他増減

販管費

評価損・処分損

収益認識

原価

販促費増減

売上数量増減

値上による売上増

(百万円)

26年3⽉期 セグメント利益増減 ▲713 ⇒ ▲529（前期⽐+183）
そのうち⽇本セグメントを主に構成する単体の状況
 価格改定による売上増による粗利増と原価では原材料価格⾼騰が⼀巡し粗利増
 競争激化による販促費の増加と販管費が増加したことによる利益減

単体 主な利益増減要因

プラス︓増益要因
マイナス︓減益要因
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決算概要－貸借対照表
対25.3期末増減26.3末期25.3末期

1,09445,59644,502流動資産
▲2259,82310,048現⾦及び預⾦

14318,19718,054売上債権
1,06615,31314,247たな卸資産
2,49122,95920,468固定資産
1,61312,27110,657有形固定資産
▲2862,6792,966無形固定資産
1,1648,0096,844投資有価証券
3,58568,55664,970資産合計

58833,82633,238流動負債
▲4219,1669,588買⼊債務
1,3935,4014,008固定負債
1,72318,09116,367有利⼦負債
1,98139,22837,246負債合計
1,60429,32727,723純資産

03,6983,698資本⾦
3,58568,55664,970負債純資産合計

（単位︓百万円）
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決算概要－キャッシュ・フロー

(百万円)
（単位︓百万円）

4,327

1,815

843

▲ 1,219
▲ 1,552

▲ 2,876

▲ 1,765

282

985

▲ 5,000

▲ 4,000

▲ 3,000

▲ 2,000

▲ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

24.3期 25.3期 26.3期

営業ＣＦ 投資ＣＦ 財務ＣＦ
26.3期25.3期s

843→1,815営業キャッシュフロー

2,285→2,644税⾦等調整前当期純利益

1,756→1,737減価償却費

112→178売上債権増減額(▲は増加)

▲649→▲606棚卸資産増減額(▲は増加)

▲639→▲1,549仕⼊債務増減額(▲は減少)

▲2,876→▲1,552投資キャッシュフロー

▲2,066→▲1,688有形固定資産の取得

985→282財務キャッシュフロー

488→1,286短期借⼊⾦の純増減額

1,525→329⻑期借⼊による収⼊
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Ⅱ．通期予想と今後の展開
（2027年3⽉期）



16

通期業績予想
 増収増益の計画
 連結では、海外⼦会社の継続的な成⻑を⾒込み、売上、利益ともに増加を⾒込む
 単体では、昨年落ち込んだ殺⾍剤の売上回復を計画し、利益については前期並みを⾒込む

前期⽐
(％)

対前期増減額
(百万円)

27.3期計画
(百万円)

26.3期実績
(百万円)

109.6+7,43384,80077,366売上⾼

111.6+2,767
(+0.6pt)

26,700
(31.5%)

23,932
(30.9%)

売上総利益
(粗利率)

109.2+2,00823,75021,741販管費

134.7+7592,9502,190営業利益

124.2+5472,8102,262経常利益

135.0+4231,6301,206親会社株主に帰属
する当期純利益
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中東情勢の影響について
 2026年2⽉末以降の中東情勢の影響により、

「2027年3⽉期業績予想」に対し、調達・コストの両⾯で以下の影響がでる可能性。

海外⽇本

最⼤影響額︓▲12億円
※値上げなど検討中の対策は試算に含めておりません。

最⼤影響額︓▲６億円
※値上げなど検討中の対策は試算に含めておりません。

影響

原材料などの供給逼迫による⽣産停⽌の可能性

⇒調達先の多様化などで対応

原材料などの供給逼迫による⽣産停⽌の可能性

⇒先⾏⼿配、調達先の多様化、柔軟な仕様変更
調達

LPGガス、キャップ、プラスチック関連の資材の調達価格
が⾼騰
特にLPGガス⾼騰の影響は⼤きい

⇒価格転嫁に加えて、販促経費の⾒直し等で原価アップへ
の対応を図る

原油、ナフサに起因する原材料の⾼騰
電気、ガス価格の上昇による光熱費、動⼒費の上昇
軽油価格上昇による物流費の上昇

⇒広範かつ柔軟な対応でコストダウンを進めるととも
に、市場環境に応じた価格改訂を⾏うことで影響の最
⼩化を図る

コスト
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通期業績予想－ジャンル別売上

63,189 
70,200 

2,281 

2,350 
4,162 

4,200 
1,523 

1,550 
6,208 

6,500 77,366 
84,800 
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26.3期 27.3期計画

殺⾍剤 家庭⽤品 園芸⽤品 防疫剤 その他

(百万円)

26,633 28,141

50,733
56,659

77,366
84,800

65.6% 66.8%
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0
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80,000

90,000

26.3期 27.3期計画

国内 海外 海外売上⽐率

(百万円)
ジャンル別売上⾼ 国内/海外売上⾼
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⽇本セグメント

⽇本

フマキラー単体、国内⼦会社４社拠点

殺⾍剤︓⼈体⽤⾍よけ剤、エアゾール
家庭⽤品︓アルコール除菌剤
園芸⽤品︓除草剤、ハンドスプレー
防疫剤︓業務⽤殺⾍剤

主⼒商品

 効き⽬にこだわり製品開発に注⼒
 業界では珍しく、⾃社の⾦型部⾨で

キャップの設計やエアゾールの充填を
⾏う

 業界の商習慣として返品がある

特徴
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⽇本セグメント－売上推移
 上期・下期ともに前期対⽐で増収を計画

29,208 28,242 
26,951 

28,800 

16,040 15,604 14,923 15,900 

55% 55% 55% 55%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

24.3期 25.3期 26.3期 27.3期計画

⽇本セグメント 売上推移

通期実績 ⽇本 2Q実績 ⽇本 2Q⽐率 ⽇本 通期計画 ⽇本 2Q計画

(百万円)
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⽇本セグメント－単体返品率

返品率（フマキラー単体）

 殺⾍剤の返品は商品リニューアルの関係で返品率が増加

8.3%

5.7%
7.2% 6.8%

5.9% 5.9% 5.9% 5.5%

11.1%

8.6% 8.8% 8.6%
7.6% 7.6%

8.5%
7.5%

0%

5%

10%

15%

20.3期 21.3期 22.3期 23.3期 24.3期 25.3期 26.3期 27.3期 計画

全社 殺⾍剤
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⽇本セグメント－今期の取り組み

 重点施策 取り組み状況

販売促進売場主義市場創造

 従来のマスメディア広告に加え、
デジタルマーケティングにも積
極的に出稿

 AIを活⽤した病害⾍診断サイト
「AI園芸はかせカダンくん」

 気候変動により３⽉から晩秋ま
で、殺⾍剤の販売期間は⻑期化
し、年間商品として提案強化

 魅⼒的で特徴のある新商品を上
市し、新しい需要を創造し、市
場の拡⼤を図る

重点
施策

 SNSを活⽤したキャンペーン開
催

 AIを活⽤し、害⾍や困りごとか
ら商品検索、購⼊につなげる。

 2025年も殺⾍剤の販売期間は⻑
期化し、9⽉以降の市場規模は
年々拡⼤傾向

 販売店舗での陳列コンクール開
催を継続開催

 クロスMD提案により「災害対策
売場」などの売場展開

 業界初の防除⽤医薬部外品「お
うちバリアスプレー400ML」や
(株)ロゴスコーポレーション様と
のコラボ商品などを展開

 ⾷品にも使えるアルコール除菌
剤「ナチュリア」の上市

取組
状況
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東南アジアセグメント
ミャンマーマレーシアベトナムインドネシア

⽣産拠点︓８ 研究開発拠点︓２拠点

線⾹、エアゾール、リキッド主⼒商品

30.0％
（1位）

33.0%
（2位）

52.9%
（1位）

46.6%
（1位）シェア ※

 2018年に⼦会社
設⽴

 国内情勢の影響
により供給への
不安はあるもの
の、⼆桁成⻑を
続ける

 主な競合２社
 蚊取り線⾹の売

上シェアに限っ
ては75％を獲得

 ブランドシェア
では2023年以降
フマキラーが通
期でトップシェ
アを獲得

 競合を引き離し
⾼いトップシェ
アを維持

 主な競合２社
 当社は郊外を中

⼼に⾼いシェア
を獲得

 ４つの⽣産⼯場
で主⼒商品の⽣
産、グループ各
社の製品製造も
担う

特徴

※2025年12⽉時点
出所︓当社推定
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東南アジアセグメント－売上推移
 各国ともに現地通貨で増収を計画

(百万円)

26,908 
31,789 33,690 

38,200 

14,224 16,298 15,976 
18,600 

53% 51%
47% 49%

20%

30%
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80%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

24.3期 25.3期 26.3期 27.3期計画

東南アジアセグメント 売上推移

通期実績 東南アジア 2Q実績 東南アジア 2Q⽐率 東南アジア 通期計画 2Q計画
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東南アジアセグメント－今期の取り組み

 重点施策 取り組み状況

売場・配荷拡⼤ブランド認知強化
 EC販売網を保有するショップとの取引開始

でチャネルを増やす
 重点エリアでの⼩売店訪問を強化
 新商品、⾹りのバリエーションを増やすなど

需要の掘り起こしを実施

 広告投資を継続しVAPEブランドのトップ
シェア基盤を構築

 確かな効き⽬、⽇本品質、安全性などをPR

重点
施策

 推奨販売に加え、インフルエンサーを活⽤し
たデジタル広告の出稿などで若⼿世代獲得へ

 店舗での視認性向上のため什器を投⼊

 新CMの放送、各国でシェア拡⼤を継続取組
状況
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欧州セグメント
イタリア

⽣産拠点︓１ 研究開発拠点︓１拠点

18.7%
（２位）シェア※

殺⿏剤、リキッド、マット、
エアゾール、忌避剤主⼒商品

 ⽇本と同様に四季がある地域
 1973年の進出以降、VAPEブラ

ンドの⾼い認知度を維持
 2021年に⼦会社設⽴、2022年

現地法⼈買収
特徴

※2025年12⽉時点
出所︓当社推定
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欧州セグメント－売上推移

(百万円)

9,710 
11,606 

13,672 14,000 

5,933 
7,498 7,754 

9,000 

61%
65%

57%

64%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0

5,000

10,000

15,000

24.3期 25.3期 26.3期 27.3期計画

欧州セグメント 売上推移

通期実績 欧州 2Q実績 欧州 2Q⽐率 欧州 通期計画 2Q計画

 今期も現地通貨で増収を計画
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欧州セグメント－今期の取り組み

 重点施策 取り組み状況

返品削減市場創造シェア拡⼤

 適正な配荷と廃棄の削減
 戻り品の活⽤
 シーズンオフの期間の販売強

化

 忌避剤の新ライン上市
 マット処⽅改善で効⼒をアッ

プ

 リキッドの配荷拡⼤
 ⾼効⼒、⾼安全性を重視した

製品展開を実施

重点
施策

 9⽉〜返品時期となるため
下期の取り組み施策

 忌避剤新製品の拡売
 リキッド、⾼い安全性の殺⿏

剤などで市場をけん引

 リキッド器具を中⼼に競合を
⼤きく上回る売上進捗

 マンガ「マジンガーZ」と
コラボしたキャンペーンで認
知度アップを図る※2025年11⽉〜

取組
状況
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その他セグメント
メキシコ

販売拠点︓１拠点

線⾹、エアゾール、マット主⼒商品

 2007年に⼦会社設⽴
 製造拠点を持たず、インドネシ

アなどからの輸⼊販売を⾏う
 業界No.1⼤⼿が⾼いシェアを持

つ国
特徴
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その他セグメント－売上推移

(百万円)

1,844 
2,216 

3,052 

3,800 

891 
1,148 

1,487 
1,900 

48%
52%

49% 50%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

24.3期 25.3期 26.3期 27.3期計画

その他セグメント 売上推移

通期実績 その他 2Q実績 その他 2Q⽐率 その他

 メキシコで売上が伸⻑しており、今期も現地通貨で増収を計画

通期計画 2Q計画
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海外展開と売上推移
(百万円)

21,274 
22,556 

28,494 
33,308 36,288 

42,362 
47,740 

41,243 
44,485 

48,532 
52,729 

61,712 
67,672 

73,854 
77,366 

84,800 

100,000 

23%
30%

40%
46% 45% 46% 45%

42%
45%

42%
45%

55%
58%

63%
66% 67%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

国内 海外 海外売上⽐率

2012年
テクノピア・テクノピア・
ジャカルタを⼦会社化

2018年
フマキラーミャンマー
設⽴

2022年
ザピ・トレゼタを⼦
会社化2021年

FSブルーム・フマキラー
ヨーロッパ設⽴

→収益認識基準適⽤

～ ～
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配当について

22.0 22.0 22.0 22.0 24.0 24.0

84.4

40.6

83.6 88.8

73.2

98.9

26.1%

54.2%

26.3% 24.8%
32.8%

24.3%

22.3期 23.3期 24.3期 25.3期 26.3期 27.3期(予)

配当（円）

１株当り利益（円）

連結配当性向（円）

配当及び連結配当性向の推移

配当に関する基本⽅針
株主様に対する利益還元として、業績・将来の事業展開や内部留保などを総合的に勘案し、
安定的かつ継続的な配当を⾏っていくことを経営の重要課題として位置づけています



本資料で記述している将来予測および業績予想は、現時点で⼊⼿可能な情報に基づき当社が判断し
た予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれています。そのため、様々な要因の変化により実
際の業績は記述している将来⾒通しとは⼤きく異なる可能性があることをご承知おき下さい。

≪本資料に関するご照会先≫

フマキラー株式会社
取締役 管理本部⻑ 郷原 和哉

TEL ︓0829-55-2111
FAX ︓0829-55-0712
E-mail︓fmk-ir@fumakilla.co.jp 
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Ⅲ．補⾜資料
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四半期別ジャンル別売上
(百万円)

24.3期 25.3期 26.3期

15,161 14,502 

10,201 

14,002 
16,661 16,191 

10,253 

17,051 16,910 15,987 

11,980

18,310

446 480 

557 

552 

444 431 

462 

634 433 
416 

534

896

1,510 
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503 

1,237 

1,617 
1,003 

445 

1,190 1,454 
917 

416

1,374

547 
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380 

120 

486 
399 

284 

266 509 
410 

296

307

1,514 
1,553 

1,599 

1,425 

1,701 
1,613 

1,438 

1,277 1,517 
1,584 

1,580

1,526
19,180 

17,910 

13,242 

17,339 

20,910 
19,639 

12,883 

20,420 20,825 
19,317 

14,807

22,416

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

その他

防疫剤

園芸⽤品

家庭⽤品

殺⾍剤
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24.3期 25.3期 26.3期

決算概要－四半期別セグメント別売上
 東南アジア、欧州いずれも円⾼の影響を受けて２Qの売上が前期⽐で減収
 四季のある⽇本、欧州は３Qに売上が減少する傾向

(百万円)

9,970
6,070 

3,425 

9,743 9,544 
6,060 

3,460 

9,177 8,858 
6,065 

3,083 

8,944 

6,864

7,360 

7,160 

5,524 
8,097 

8,201 

7,240 

8,250 8,123 

7,853 

8,183 

9,530 

2,041

3,892 

2,066 

1,711 

2,750 

4,747 

1,699 

2,409 3,096 

4,657 

2,625 

3,292 
303

588 

591 

362 

517 
631 

483 

583 746 
741 

915 

649 
19,180

17,910 

13,243 

17,339 

20,910 
19,640 

12,884 

20,420 20,825 
19,317 

14,807 

22,416 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

計

その他

欧州

東南アジア

⽇本
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家庭⽤殺⾍剤市場規模－国内市場

害⾍別殺⾍剤市場規模国内・家庭⽤殺⾍剤市場規模
年間約1,434億円（⼩売ベース)

※データ出典インテージ社SRI+(1⽉〜12⽉末端価格)

58 56 59 69 64 58 63 63 59 60 
44 36 34 33 29 23 23 20 17 16 8 7 7 7 6 5 6 5 4 4 
102 94 98 114 105 95 92 82 85 83 

23 34 52 
93 82 83 94 83 74 74 74 73 72 

113 103 100 
111 99 91 102 101 102 104 

155 
149 151 

188 195 
187 212 246 246 247 

40 
39 46 

63 80 
83 

100 
113 110 115 

36 
34 30 

36 33 
31 

34 
36 35 34 163 

161 165 

195 203 
209 

226 
242 249 256 

23 
21 23 

34 36 
37 

32 
31 27 26 

121 
113 112 

140 140 
140 

142 
139 140 140 

108 
103 103 

95 82 
82 

91 
100 113 118 

41 
38 37 

41 35 
35 

39 
45 47 48 

14 
13 13 

13 11 
10 

10 
10 9 9 

67 
59 60 

61 55 
51 

59 
56 56 53 

1,185 
1,109 1,123 

1,294 1,256 
1,210 

1,303 
1,384 1,406 1,434 
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アリ⽤殺⾍剤 不快害⾍剤 アミ⼾⽤殺⾍剤
置き型⾍よけ ⾍よけ ねずみ
その他

305 276 281 317 286 255 257 266 273 286 

113 103 100 111 99 91 102 101 102 104 

155 149 151 
188 195 187 212 246 246 247 

40 39 46 
63 80 83 100 

113 110 115 222 
216 218 

264 273 277 
292 

308 311 316 121 
113 112 

140 140 140 
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95 82 82 
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100 113 118 
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⼈体⽤⾍よけ ねずみ その他
燻煙燻蒸剤
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除菌剤市場（当社関連商品） アレルシャット関連市場

家庭⽤品市場規模━国内除菌剤・花粉

49 54 61
150

94 97 82 86 86 90
58 74 114
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国内園芸⽤品市場規模
園芸⽤品市場

出所︓当社推定（末端価格）

5.9 5.0 4.4 5.0 5.1 4.5 4.1 4.0 3.8 3.7
53.4 50.4 47.2 55.5 57.2 52.7 48.7 52.3 47.9 48.7

48.6 45.5 42.5 45.9 47.4 42.0 40.9 42.3 39.2 39.4

56.3 53.5 50.2
59.1 58.7 53.4 50.8 54.6 50.0 51.8

266.5 261.5 281.0
310.4 325.9 341.9 347.9 358.0

347.3 358.4

18.7 18.8 16.3
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